
福
岡
・
辻
田
西
遺
跡

所
在
地
　
　
　
福
岡
県
北
九
州
市
八
幡
西
区
馬
場
山

調
査
期
間
　
　
一
九
七
九
年

（昭
５４
）
七
月
を

一
九
八
〇
年

（昭
５５
）

一

二
月

発
掘
機
関
　
　
北
九
州
市
教
育
文
化
事
業
団
埋
蔵
文
化
財
調
査
室

調
査
担
当
者
　
梅
崎
恵
司

・
宇
野
慎
敏

。
佐
藤
浩
司

・
山
手
誠
治

・
栗
山

伸
司

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
連退
跡
の
年
代
　
弥
生

。
鎌
倉

・
室
町
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
筒
出
土
遺
構
の
概
要

辻
田
西
遺
跡
は
、
弥
生
時
代
墓
地
群
で
あ
る
馬
場
山
遺
跡
の
南
約

一
五
〇
ｍ

の
、
馬
場
山
丘
陵
と
隣
接
す
る
微
高
地
上
に
位
置
す
る
。　
一
九

七

六
年

（昭

ｍ
）
に
北
九
州
直
方
道
路
建
設
に
先
だ

っ
て
調
査
が
行
わ
れ
た
辻
田
遺
跡
と
接

し
、
遺
跡
の
性
格
か
ら
し
て
一
連
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

調
査
は
、
旧
産
波
地
と
し
て
の
後
遺
症
か
ら
農
地
の
地
盤
沈
下
が
著
し
く
、

地
上
げ
と
農
地
改
良
を
兼
ね
た
事
業
に
伴

っ
て
実
施
さ
れ
た
。

遺
跡
は
、
弥
生
時
代
の
竪
穴
住
居
跡
を
主
と
す
る
柱
穴
群
が
多
数
を
占
め
、

竪
穴
住
居
跡
二
六
基
、
掘
立
柱
建
物
跡
二
〇
棟
、
溝
六
条
、
土
羨

一
一
基
、
貯

蔵
用
竪
穴

一
基
、
井
戸
三
基
が
検
出
さ
れ
た
中
で
、
大
半
が
弥
生
時
代
の
所
産

で
あ
る
。

ま
た
、
馬
場
山
丘
陵
に
近

い
谷
部
で
は
広
範
な
泥
灰
地

を
形
成
し
て
お
り
、
中
か
ら

多
荻
の
木
器
、
漆
器
、
土
師

器
、
銅
銭
に
二
点
の
木
簡
が

出
土
し
て
い
る
。
木
器
に
は

下
駄
、
杓
子
、
曲
物
の
底
板
、

蓋
、
槌
の
子
、
砧
、
鞍
、
机

な
ど
が
あ
り
、
銅
銭
に
は
開
元
通
宝
か
ら
紹
定
通
宝
ま
で
一
七
枚
出
土
し
て
い

る
。
土
器
は
土
師
器
の
杯
、
皿
類
が
大
半
で
あ
る
が
、　
一
部
陶
磁
器
も
あ
る
。

こ
の
泥
灰
層
は
出
土
土
器
か
ら
鎌
倉
時
代
後
半
頃
で
あ
る
こ
と
が
判
り
、
同

層
か
ら
出
土
し
た
銅
銭
の
中
で
最
も
新
し
い
紹
定
通
宝
が

一
三
世
紀
前
半
の
鋳

造
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
比
較
的
幅
の
狭
い
時
期
の
遺
物
が
大
勢
を
占
め
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。
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1981年出上の木簡

木簡υ)

85

(直方・行橋)

木簡 (1)



８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

①

「
撫
四
斗
御
回
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（〕Ｓ

溢
聟
∞
昌

②

「
御
倉
糎
四
斗
三
郎
太
郎
□
□
」
　
　
　
　
　
　
　
出
聟
μ認
い
昌

ω
は
下
端
に
焼
痕
が
あ
り
、
わ
ず
か
に
欠
損
し
て
い
る
。
二
点
と
も
に
泥
炭

層
か
ら
の
出
上
で
あ
り
、
鎌
倉
時
代
後
半
に
比
定
さ
れ
る
。
釈
文
中
の
祝
四
斗

の
表
現
か
ら

一
俵
の
米
俵
を
意
味
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

北
九
州
市
教
育
文
化
事
業
団
　
　
『
辻
田
西
遺
跡
』

（北
九
州
市
埋
蔵
文
化
財

調
査
報
告
書
第
十
三
集
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
二
年

（栗
山
伸
司
）

木

簡

研

究

第
三
号

巻
頭
言
―
―
，中
国
簡
贖
呼
称
に
つ
い
て
の
提
言
―
卜
，　
　
　
　
　
　
　
大

庭

　

脩

一
九
八
〇
年
出
土
の
木
簡

概
要
　
平
城
官

・
京
跡
　
平

城
京

左
京
（外
京
）
五
条
五
坊
七
坪
　
藤
原
官

跡
　
稗
田
遺
跡
―
―
下
ツ
道
―
―
　
長
岡
京
跡
　
大
蔵
司
遺
跡
　
西
沖
遺
跡

御
殿

・
三
之
官
遺
跡
　
野
路
岡
田
遺
跡
　
多
賀
城
跡
　
漆
町
西
遺
跡
　
桜

町
遺
跡
　
白
山
橋
遺
跡
　
御
館
遺
跡
　
御
着
城
跡
　
鶴

。
城
山
遺
跡
　
草
戸

千
軒
町
遺
跡
　
野
田
地
区
遺
跡
　
観
世
音
寺
僧
房
跡
　
大
宰
府
学
校
院
跡
東

辺
部

一
九
七
七
年
以
前
出
上
の
木
簡
　
①

平
城
宮
跡

（第
二
一
次

。
第
二
二
次
北
）
　

薬
師
寺
　
下
岡
田
遺
跡

中
国
に
お
け
る
簡
蹟
研
究
の
位
相
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池

田
　

温

庸
米
付
札
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
狩

野

　

久

静
岡
県
城
山
遺
跡
出
上
の
具
注
暦
木
簡
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
原
　
秀
三
郎

車
戸
千
軒
町
遺
跡
出
上
の
木
簡
―
―
形
態
を
中
心
に
―
―
　
　
　
志
田
原
重
人

彙
報

頒
価
　
一二
五
〇
〇
円
　
一Ｔ
四
〇
〇
円




